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山口J，・私のフィールド

鹿飛橋栄太郎 峠

上津子青 流，
 ．．．．．．． 

P
E
－－－－ ’E，ノ

南魚沼郡塩沢町 木 下

しみこむように響きわたって忘れられない。

鹿飛橋から直下に，清津川本流をのぞきこ

んでキモを冷した後，台風で倒木したブナの

大木をまたぎ， トチ．ナラ， カツラなどう っ

そう としげる原生林の中を約一時間進む。b

急、にし野が開け，ホオジロの戸が激しくな っ

て〈る。すぐに八木沢部落，そして国道 17 

ヨム

国立公園指定地域内でさえも，開発が進み

各地で無残な姿を見せているが，これから紹

介する地は，交通の便がよいわりには，まだ

原始自然が残されているところである。

清津峡といえば，柱状節理を削って流れる

中魚沼郡の清津峡温泉付近が圧巻だが，私の

フィールドは，そこからさらに上流部にそび

える大峰山から出発し，栄太郎峠，清津峡避

難小屋跡を経て，鹿飛橋から八木沢まで清津

川を棚上するコ ースである。

大峰山へは，湯沢の温泉街からロープウエ

ーで一気に登ることができる。この付近は，

プナの純林で，下層のネマガリダケのやぶ，

足元からコノレリの声がよ〈聞ける。またマミ

ジロ，ジュウイチ，アカハラなど低地にいな

い野鳥が，得意ののどを，披露して 〈れる。

大峰山頂の展望台から清津川までの道は，

人影もまばらで，プナとトチの巨樹が織りな

す造形美を，ぞんぶんに楽しむことができる。

せせらぎの音が次第に大きくなると，谷の

静寂を破って，オオノレリ， ミソサザイの嚇り

が競いあうようになる。紅葉のみごとな秩に

は，ゴジュウカラが樹幹をチョコチョ コ動き

まわって，人の動きを偵察しに集まってくる。

号線である。

このフィールドも，近〈ダムの下に水役し

てしまうとか。惜しまれて．仕方がなし、。

避難小屋まで下りると，鳥の戸は，しばし

ば清津の流れにかき消されてしま うが， この

付近で聞いたアカショウピンの声は，岩壁に



野鳥の生物学 I

形態 と行動は一枚岩

くちぱしの形と計測のこと

鳥のくちばしの形は，晴乳類の歯や昆虫類

の口器のように，種や系統グループごとに独

特のものがある。すべての動物の形と同じよ

うに，鳥の形，全体も部分もともに，一つ一

つに生存上の意味が含まれている。なかでも

くちばしの形はそれぞれの種の採食行動と結

びついているので，種の生存にかかわる二大

原理，種族維持と個体維持の後者を端的に現

わしている。そのため，くちばしの形によっ

て鳥の生活形を示すことができる。

私が鳥の〈ちばしの形に興味を持ったのは

シジュウカラ科の鳥の採食行動を比べるため

だった。 この科の鳥は混群をつ〈って同じ林

の中をにぎやかに動きまわりつつ餌を求めて

いる。同じ林の中に違う種がし、っしょに餌を

あさることの不思議さに引かれて，野外観察

上，十分に区別できないほど似ている〈ちば

しの形を，もう少し〈わし〈比べてみようと

思った。

くちぱしの長さは大抵の図鑑にも出ていて

比べやすいのだが，大きい鳥は大きし、くちば

し，小さい鳥では小さいくちばしだというこ

とはあたりまえすぎる。大きし、くちばしのも

のは，大きい餌を食うことができる。コサギ

が少し大きすぎるコイをつかまえて，何とか

飲みこもうと，何回も試みたが，とうとう飲

みこむことができずに，放棄したのを見たこ

とがある。一般には，大きし、〈ちばしは，大

きいものを食べられるだけでな〈 ，小さいも

のも食べられるので，食べられる大きさの幅

が広いとされている。イギリスでシジュウカ

ラとアオガラやヒガラなどのカラ類の食物を

比べ，シジュウカラがもっとも大きいものを

食い，かつ幅広い範囲を食うことを証明した

論文がある。しかし，それだけのことで大き
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さが決まるのだろ うか。大きい体は小さい食

物で維持しようとすれば，それだけ数多く食

わねばならないし，lつ食うためにほx同じ

ようなエネルギーを消費しなければならない勺

はたしてそれで，大きい体が維持できるもの

なのか。

大きさを比べる場合，体の大きさに対する

大きさを比べることが必要のように思える。

絶対的な大きさというのは，ただ 1個体とか

ただ l種だけをとりあげた場合に，人為的に

見えてくるが，それは人がそうしてしまって

いるきらいがある。自然界にはそんなものは

ないのだし，それでは大きさそのものも認識

できなし、。常に，人が決めた何か或る基準に

比べて大きさがある。 1つの種類が大きいの

は他の種類に比べて大きし、。いや，進化の原

理は，比べて大きさを維持している。実在そ

のものが相対的なのだ。

そこで，くちばしの大きさは体長とか体重

の立方根に対する比の値として相対値をつ〈

って比べることになる。しかし，鳥の体長と

か体重はあまりあてにならない変異性がある。

鳥の体の中で比較的変異の少ないのは頭骨長

であるとしづ論文がある。頭骨長の代りに頭長

を使ってはどうだろうかと，私はそれを基準

にくちぱしの大きさの相対長を表わすことに

した。しかし，長さを測ることのむずかしさ

それを計測する計測点の位置の決めかたや，

計測行為そのものの疑点や，形を表現するの

に長さはあまりにも大ざっぱすぎる，といっ

た問題に，すぐに行きあたってしまう。頭ゃ

くちばしとノギスの位置関係を定め，常にそ

れを同じ条件にするよう努力し，一定のノギ

スを使ったり ，計測は自分以外にまかせない

ようにする。そして，くち呼しの形を三角形

にみたてて，長さだけでな〈，幅と厚さを測
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るようにしてみた。それぞれの比の値によっ

て，とんがり度とか，上下の平べったさとか

ー左右の平べったさなどを表現してみる。しか

し結局は上〈ちばしの稜の丸味とか，上くち

ばし外縁の三次元的な曲りかたなどは表現で

きずじまいにおわった。

カラ類のくちぱしの形と採食行動

くちばしの形の特徴をほり出してみると，

こんどは採食行動の野外観察の不足がやりき

れな〈なって〈る。もう一度見なおして，も

ろもろの行動の出現率（観察率〉を出す。特

に〈ちばしを実際に使っている場面となると

なかなか観察数がのびなし、。それで、も年数を

重ねるうちに，ぽつぽつと分かつてきた。

ヒガラの〈ちばしは細長し、。そしてそれは

針葉樹林での採食行動に適応したものだとは

かなり古い論文がある。たしかにヒガラのく

ちぱしのとんがり度は他のカラ類に比べて群

を抜いている。細長い形なのだ。針葉樹のも

つ，細い葉の間とか，樹皮の割れ目とか，鋭

角的な小枝の股の所など，小さいすき聞から

虫をとり出す適応形だとされた。たしかにヒ

ガラの採食行動，特にくちぱしの使い方には

そういうのが多し、。それだけではなく，ヒガ

ラ独自の使L、かたに，木の芽をずぷりとっき

さして，中にいる虫をとり出したり，若いま

っかさに入っている虫をほじり出すやりかた

がある。さぐり針にも似た細長いピンセット

がヒガラの〈ちばしに当る。

〈ちばしの形と行動の結びつきで，もっと

も驚いたのは，コガラだった。コガラの 〈ち

ばしは，相対長には特徴が出てこないし，他

のカラ類と同じ計測点を設定する限り独自性

がはっきりしなし、。少なくとも他のカラ類に比

べて，左右方向に偏平になる傾向があった。

それも，くちばしの元の方より，もう少し前

方で急に左右方向に圧縮される。それは材に

幅狭い溝をほる「のみ」に似ている。上下方

向に厚みがあって，急に先がとがっているか

ら，これでつつ〈と，くちばしの先で上下方

向に大きい出力を得るはずだ。しかし行動の

記録に，これを説明する記録がなかった。少

なくとも， コガラは枯れ枝や樹木の枯死部でさ
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かんに〈ちばしを使うことが分かっていた。と

ころが，或る寒い日のこと，ウツギ類らしい

薮の中で，小枝にとまったコガラが，その細

し、小枝に小枝の縦軸方向に沿って正確にくち

ばしを打ちこんでいるのを見つけた。このた

め，下くちばし側へ材がめ〈れかえってくる。

そして材の中から小さい虫をとり出して食っ

ている。少し進んで同じことをくりかえすの

で，枯れ小枝はめくれあがった材のため毛ば

立った感じに変形した。こうし、う小枝が薮の

中にいっぱいあることが分かった。コガラは枯

死材を打ちた Lいて，破壊して虫をとり出す

適応として，左右に偏平なくちばしを造り出

したのだ。

奇妙に思ったのはシジュウカラである。相

対長にしても，とんがり度にしても，左右方

向と，上方方向の平べったさについても，他

のカラ類に抜きん出た独自性が無い。すべて

まん中で，中庸であり凡庸であった。あらた

めて，つ〈づくとくちばしを眺めた。まこと

に平凡な，少し丸味のある円錐形を見ている

内に，シジュウカラには特徴のないという特

徴があるように思えてきた。採食行動がそれ

を裏づけている。シジュウカラは林内では地

上にすごしがちである。落葉をひっかきまわ

し 一枚一枚めくりかえしては，落ちている

ものを探してし、〈。それだけではな〈，まわ

りにいる同種はもちろん，別のカラ類にも強

い関心を持っていて，近づいたり，食ってい

る場所から追いはらって横どりをする。拾い

屋で，何でも屋で，ものまね屋なのだ。そう

いえば林縁の生活に強〈 ，二次林にさかえ，

人家へも接近してくる適応力の強さ，幅の広

さを持っている。

こうして形と行動の一致点を求めている内

に，いく分鳥の世界へ，も う一歩ふみ込んだ

という感じがして来る。今ではすべての鳥の

くちばしの使L、かたに興味を持っている。
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1.はじめに

東北地方でも数少ない野生動物の生息地と

して知られている飯豊連峰は新潟，山形，福

島の三県境に位置してし、る。標高160ト 2000

m級の一大山塊は，総面積が43000haでそ

のうち特別保護地区は7300haとなっている。

飯豊連峰の特徴はいろいろあるが，一般的

なのが日本海側気候区北陸型の気象条件下に

あって，夏季のフェー ン現象と冬季は想像を

越える降雪が顕著であること，亜高山性針葉

樹林を欠いていること等があげられる（図1) 

（図 1）飯盛遭健策観の一例

ところで，飯豊連峰における鳥類の調査研究

については，これまで、千葉？加藤守高橋4）な

どによって調査されているが，生息状況，密

度，繁殖状況等については未解明の部分が多

いようにうかがえる。又，近年自然環境の悪

化に伴ない野生動物への影響が懸念されてい

る。筆者らは，飯豊連峰の主として新潟県側

における山域で生息鳥類の分布状況を調査し

ているがここでは鳥相の一部を報告し今後に

資することとしたし、。

2.聞査地及び聞査方法

調査地域は冬季降雪量が多〈厳しい環境と

なる。地質構造的には，古成層花樹岩質を主

とし，地形は複雑である。植生はおおむね，

コナラ，クリなどが占める二次林域が海抜

500m付近まで続き， 500～1200m ではプナ

林が優占し，順次高度が増すにつれチシマザ

サ，ハイマツ等を中心とした潅木帯に移行す

る。調査は飯豊連峰の鳥相を一層明確にする

ことを重点に考え，三コースを選び実施した。

すなわち実川登山口から牛首山（ 1982m）を

経て大日岳（2128m）に向う「実川ノレートj.

胎内ヒュ ッテより大石山 Cl560m）を経て門

内岳（ 1880m）に進む「胎内／レート」，湯の

平温泉から北股岳（2025m）に向う「赤谷ノレ

ート」である。調査方法は，調査幅を50mと

して出現する鳥類の鳴戸，地鳴，飛朔，目撃

等により種を判定するロードサイドセンサス

法を採用した。

3.調査結果及び考察

これまでの調査で観察された鳥類は13目35

科84種であった（表 1）。 これを種類数の高

いII聞に整理すると，スズメ目56種（67%）と最

も多〈次いでワ ツタカ 目7種 （8%にホトトギ

ス目とキツツキ目 4種（5%〕，その他 20%の

内訳になる。これら記録された種のほとんど

は調査地の生息環境を形造っている樹木や草

地等の植生を反映した種で大半が樹鳥類で占

められていた。このうち，カイ ツプリ，アオ

サギ，ハイタカ，イヌワシ，アオバト ，コノ

ハズク ，オオアカゲラ，ジョウピタキ， ノピ

タキ，クロ ツグ ミ， ツグミ，コ メボソムシク

イ， エゾムシクイ，サメピタキ，キパシリ ，

カシラダカ，アトリの 17種は新しく飯豊連

峰の鳥相に追加されるものである。 これらの

中で，プナ林及び深山帯に生息するコノハズ

ク， オオアカゲラ，キパシリは少数ながら繁

殖も予想される。ジョウピタキ，ノピタキ，
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．（表1. ) 飯豊連峰の鳥類目録

．目 科 種 名 目 科 種 名

カイツブリ カイツブり lカイ ツプリ スズメ ヒタキ 41コマドリ

コウノトリ サギ 2アオサギ
（ツグミ亜葬十〉 42 コノレリ

I I 43ルリピタキ

ガンカモ ガンカモ 3 カサノレカーモ 44ジョウピタキ

ワシタカ ワシタカ 4 ト ピ
45ノピタキ

5オオタカ
46 トラツグミ

6ハイタカ
47マミ ジロ

7 ノスリ
48クロツグミ

8サシパ
49ツグミ

9 クマタカ
50アカノ、ラ

10イヌワシ ヒタキ 51ヤプサメ

キジ キ ジ 11ヤマドリ
（ウグイス亜草斗〉 52ウグイス

ー 』 2

5号 F ‘ ー‘ノ、 ト ノ、 ト 12キジバト 54メポソムシクイ

13アオバト 55エゾムシクイ・．

ホトトギス ホト トギス 14ジュウイチ
56セソダイムシクイ

15カッコウ
57キクイタダキ．

16ツツドリ ヒタキ 58キビタキ

17ホトト ギス （ヒタキ車科〉 59オオルリ

フクロウ フクロウ 18コノハズク
60サメピタキ

61 コサメピタキ

ヨタカ ヨタカ 19ヨタカ
ヒタキ（カサザキビタキE科〉 62サンコウチョウ

アマツパメ アマツバメ 20ハリオアマヅバメ

21アマツバメ
エナガ 63エナガ

プッポウソ カワセミ 22ヤマセミ
シジュウカラ 64コガラ

ウ 23アカショウピン
65 ヒカ。ラ

66ヤマガラ

フ：ソホ．ウソウ 24ブッポウソウ 67シジュウカラ

キツツキ キツツキ 25アオゲラ
ゴジュウカラ 日ゴジュウカラ

26アカゲラ キパシリ 69キパシリ

27オオアカゲラ

28コゲラ
メジロ 70メジロ

スズメ ツパメ 29 ツノミメ、
ホオジロ 71ホオジロ

72カシラダカ
30イワツノζメ 73ノジコ

セキレイ 31キセキレイ
74クロジ

32セグロセキレイ アトリ 75アトリ

33ピンズイ 76カワラヒてワと7-¥'
7号 ウソ

ぞろ－.:J
サdノンョウクイ 34サン、ンョ‘ウクイ 78イカノレ モ／v

ヒヨドリ 35ヒヨドリ
ハタオリドリ 79スズメ

』 〆 〆

モズ 36モ ズ
ムクドリ 80ムクドリ

カワコゲラス 37カワカ’ラス
カラス 81カケス

82ホシガラス
ミソサザイ 38ミソサザイ 83ハシボソガラス

イワヒパリ 39イワヒノミリ
84ハ、ンブトガラス

Total 
40カヤクグリ 13 目 そ主科 84種
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ツグミ ，サメピタキ， アトリは秋季に観察さ

れたが，特にサメピタキはこれまで夏季にお

ける観察例がな〈，今回の記録は本山塊にお

ける夏季の生息を裏づけるものとして意義深

い。ジョウピタキ，ツグミ，アトリは冬鳥と

して普通で‘ある。又，既存文献から飯豊連峰

では稀な種として，コマドリ，コルリ，キク

イタダキ，ル リピタキ及びサメピタキが上げ

られるが，コマ ドリについては 「実川ルート」

で3個体を，コノレリはそれぞれのルートで5

～ 7個体を記録することができた。いずれも

プナ帯上部の狭い範囲を生息域としており，

本山塊における両者の垂直分布域がほぼ， 一

定した海抜高であることが推測できた。キク

イタタ・キは高橋めが，ノレリピタキは加藤のが

観察しているがL、ずれも数個体であるのに対

し，秋季の調査では割合多〈自に触れた。

またワシタカ目で、はオオタカ，ハイタカ ，

ノスリ ，サシバ，クマタカ，イヌワ シの6種

が観察されたが，猛禽類は食物連鎖の最高位

に位置し，個体教が少ない種とされている。

特に近年，全国的に減少化が指摘されてい

る折，比較的多〈目撃されたことは注目でき

る。繁殖状況については，調査期間中巣卵や

雛又は幼鳥，親鳥の行動といった要因などか

ら繁殖が確認された種はスズメ目が主で 24種

を記録した。まず巣卵の発見と育雛を観察し

た種として，ホオジロ，センダイ ムシクイ ，

キセキレイ ，オオノレリが上げられ，幼鳥，亜

成長によった種は， ヤマ ドリ ，コゲラ， ツバ

メ，ピンズイ，ヒヨド リ，カワガラス， カヤク

グリ，クロツグミ，メボソ，コサメピタキ，

コカ’ラ，ヒカ。ラ，ヤマ方、ラ，シジュウカラ，

イカ／レ，イワ ツバメ，ムクド リ，スズメ， ブ

ッポウソウ，そしてイヌワシで計20種であっ

た。このうちイヌ ワシは国から特殊鳥類の指

定を受けている種で，繁殖地それ自体が天然

記念物の扱いを受ける重要稀産種である。本

種は，豊富な野生動物が生息する天然林や二

次林，開けた場所など多様性に富んだ自然、環

境を生息地としておりの，今後生息地を含めた

行動圏全域の環境を保全することが最も重要

であると考えられる。さらに本種の分布状況，

繁殖，生息数など不明の点も多〈あり，今後

精査を重ねたし、。 又，調査期間外ではあるが

福島県側のプナ林で，クロ ジの繁殖を確認し

たのが本種については，加藤めの詳細な報文

がある。

記録できた鳥類のすべてを調査地を基準と

した季節的な移動，すなわち渡り区分によっ

て類別すると，留鳥30種（36%），夏鳥24種

(28%）.漂鳥19種（23%），冬鳥6種（7% ), 

旅鳥5種（ 6% ）となり，留鳥並びに夏鳥が

全体の半数を占めていた。

4.結 び

以上，飯豊連峰における鳥相の一部を報告

したが，そのうち17種は ， 新 しく加される

ものである。特にイヌワ シの家族群の発見は

前例のない記録できわめて貴重と思われる。

深山帯に生息する稀少種で，キパシリ ，オ

オアカゲラ，コノハズクを，さらに飯豊連峰

では教少ない種であるコマ ドリ，コノレリの分

布状況を記録した。今後も調査を重ねたい。

5.引用文献

1 ）千葉晃 1972.夏期における飯豊連峰

の鳥類 ．飯豊山塊，胎内渓谷の生物分冊．

2）加藤忠一 1970.飯豊山（磐梯朝日国立

公園 ）の鳥類鳥， 20 (88)・ 1-7. 

3）加藤忠一 1983.上川村大久蔵における

グロジ EmberizaVaribialis TElv1lv1INCK 

の記録．四季のつどい，8. 2 -5. 

7）日本鳥学会 1974.日本鳥類目録改訂第

5版．学習研究社．

6）日本野鳥の会 1983.昭和57年度特殊鳥

類調査．

1)高橋多蔵 1970.飯豊連峰の動物相ー鳥

類．飯豊連峰総合学術調査報告書 （山形

県） , 11 7～162. 

5）渡部 通 1979.飯豊連峰におけるクロ

ジの観察．野鳥， 394,303. 
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)i新潟空港 （阿賀野川河口

沿岸）で繁殖する
オオジュリン

千葉 晃

I はじめに

本県でオオジュリンの生息が確認されたの

は，昭和32年のことである。稀な冬鳥と考えら

れていた本種は，その後柏崎市悪田，新潟市郊

外，豊栄市福島潟なと．で、標準調査が行われた結

果，毎年おびただしい数が県下の沿岸部を通過

して本邦西南部まで渡り，一部は県内各地の低

湿地で越冬することが明らかになった。ユーラシ

ア大陸の周北極地方に広く分布する本種は多

型種で15亜種から成り，本邦産の Emberiza

shoeniclus pyrrhul ina(Swi出 oe）は，主

として北海道で繁殖すると考えられてきたが，

最近 10年の聞に，青森県（岩木川河川敷，高

瀬川河口）や秋田県（八郎潟干拓地）でも繁

＼

＼

情

」

、
、
‘
ゐ
－
r

（
’

（

4
5
 

:X-1 オオジュリンが錫夏した新潟空港
東隅の平面図とll筑区分

幅員約200mで，主として高さ 1.5～2.白nのヨ

シからb.¥t'J.一官lにガマやマコモを混じて池沼

状を呈する箇所がある。ヨシ原の西側は開放的

な丈の低い草地に隣接し，そこには滑走路が伸

びてしも。一方，東側は車道を隔てて堤防の草地，

河口の砂州へと連なっており，さらに，北側は

草地を経て海岸（砂浜〉へと続いている。

皿繁殖状況

本種の生息を確認したのは1981年7月18日

の夕方で，まったく偶然のことであった。 この

日以来 1983年の夏まで，毎シーズン本種はこの

ヨシ原を訪れ，越夏したのである。この聞に観

察した事柄はきわめて乏しく ，かつ断片的で

あるが，表一 lのようにまとめられる。

1981年の場合，生殖羽の雄が少なくとも2個

体生息し，一定のさえずり地域を有してし、たこ

と，雄の羽が巣材と思われる枯草を運んだこ

と，雌一羽が餌をくわえて飛び，これに続いて

幼鳥と推定される雌型の個体が追尾したことな

どは，繁殖を裏付ける事実として注目される。

1982年は，前年より観察時聞が少なく，その内

容も乏しかったが， 6月5日にさえす1っている雄成

鳥が目撃され，すでfこ繁殖生活に入っている

ことが推定された。さらに，周年7月18日に

I.I. 

， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， , , 
／ ／ 」ー一ー~Om, , -

図－2 オオジュリンの行動画と，ソングポストを
示す略図。点線はま量Aとま量Bの推定行動圃，
.丸はソングポスト，実線矢印は!IA，点
線矢印は雌の移動方向を示す。 I' 

ムの鋭明は本文参照のこと。 (19811宇7月
25, 26日， 8月 1日の延べ 8時間の観療を
プロットしたもの）。
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は雄成鳥3羽が同時に観察され，交尾行動も

確認できた。1983年は，観察に費した時間は

ほとんどなかったが，6月26日には雄成鳥3

羽が同時に観察され，前年と同数の雄の生息

が認められた。このうちの2羽は， 1981～

1982年とほぼ同地域にソングポス トを持っ

ており ，繁殖期におけるこのヨシ原での分布

（正確にはさえずり地域）が年によってあま

り変化 しないことが窺われた。

さえずり活動 ； 観察期間中，雄はかなり

狭い範囲（ 1 981年雄Aの場合it約700めで

さえずり，さえずり活動は早朝から夕方日投

の近くまで続いた（図－ 2）。ソングポスト

は西側の草地と隣接するヨシ原の辺縁に集中

表－ 1 阿賀野川河口沿岸における

オオジュリンの生息状況

観鮮月日 ｜ 観 察 内 容

1981年
7月18日｜オオジュリンの成鳥雌雄各 l羽を新潟

空港内のヨシ原で確認する。雄 1羽は
ヨシ原の縁でさえずる。

7月 間｜維1羽さえする。雌1鞠：昆虫の幼虫をく
わえてヨシ原へ入る。これを巣立幼鳥と
思われる雌型の鳥2羽が追尾する。

7月初日｜雄 1羽さえずる。巣材を加えて南側へ
飛ぶ。別の雄 l羽 （アルミニウムの足
環付）がさえずる。

7月21日｜雄2羽がヨシ原に飛来してきたモズを
追う。雌 l羽が鰐をくわえて運ぶ勺

7月22日｜雄2羽さえずる何者間距離は約lOm。

7月24日｜雄雌成鳥各 1羽を観察する。

7月26日｜雄 l羽さえずる。堤防を隔てた川岸の
ヨシ原から地鳴を聴〈。

8月1日｜雄l羽さえずる。雌l羽餌を運ぶ。巣立
幼鳥と思われる雌型の個体2羽を観察。

8月16日｜雌型の個体2羽が堤防を隔てた川岸の
ヨシ原で採餌する。

1982年
6月5日｜雄成鳥l羽さえずる。

6月20日｜雄成鳥l羽さえずる。

6月27日｜雄成長2羽の追尾行動を観察する。
雌 1羽ヨシ原の縁で採餌する。

7月即｜雌 3羽同時観察。 規行動確認。

1983年 ｜
6月26日｜雄雌3羽同時観察（2羽はヨシ原の縁

でさえずり．他の 1羽はヨシ原から飛
び出て草地の上を飛ぶ。

しており，鳥はヨシの拝茎に側方からとまっ

てさえずりを行った。ソングポストにとまる時

間は， 2～12分（平均5.4分〉であった。

雄の行動； 日中，ソングポストにいる間，

雄はさえずりのほか，警戒，休息，整羽などを行

ったが，しばしばソングポス トを離れてヨシ原の

中で－過ごしfょ。しかし，その詳細は不明である。

1981年雄Aの飛朔（移動〉方向を追跡Lたとこ

ろ，北側のヨシ原（雄Bの行動圏の中心がある〉

にはあまり飛来せず，南側のヨ刈京に出現が集

中することがわか った。 rn司－2）。この地域に

は雄Bが飛来してくることはほとんどなく.・＇の

って番相手と思われる雌の出向が目立った。

図ー2の×印で・示した地点は，これら成長雌雄が

接近して認められた場所で，×lは雌雄聞の距

離が 3cm，冶は2Qcmである。雌雄の出現が目

立った南側のヨシ原は，この番の行動圏の中

心部をなすものと判断され，×印のごく近く

に営巣していた可能性が高し、。

雌の行動 ； 1981年の場合，雄Aの番相

手と思われる雌は主として南側のヨシ原内に

出現したが，目撃の機会は雄に比べて少なか

った。図－2のム印は雌および幼鳥と推定される

個体がほぼ同時に出現した場所である。

N おわりに

1980年以来，私はしばしば阿賀野川河口

に出かけ，コ アジサツの繁殖状況を観察して

きたが，思いがけずオオジュリンの越夏例を

観察する機会に恵 まれた。上述したとおり，

本種はご 〈少数ながら新潟空港のー画に定着

し，繁殖している模様である。 ほぽ同じ頃，

福島潟では巣立ち間もない本種幼鳥が標識放

鳥されており，さえずり中の雄成鳥も目撃さ

れている。注意するとオオジュリンは越後平

野のあちこちで繁殖しているのかもしれなし、。

会員諸氏の観察と情報提供を切にお願いする

次第である。

稿を終えるに当り ，御教示いただいた本間

隆平，風間辰夫，白井康夫，高橋正良，常山

秀夫，小林吉蔵，高橋秀恵の各位に御礼申し

上げる。なお，紙面の都合で文献を省略した

ことをおことわりする。
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第 3回 指導員養成

講座に参加して

？度 i互 箪E 左佳

どんな講座内容なのかは既に支部報No.13,

15に詳し〈紹介されているので，私は印象に

残ったことを記してみたし、。

。最近の都会の子供は自然教育園（目黒）

につれていっても，鳥に対してほとんど興味

を示さなし、。又夏期佼を浅間高原にもつ恵ま

れた学伎の生徒にこんなこともある。「鬼押

出し」を見学して帰路，カラ松の林間でお昼

の食事をとることになった。47名の生徒の中

30名が立ったまま食事をと ったとし、う。傍ら

に木株もあり坐るに格好な場所だというのに。

自然との隔離が進んで生活環境が変わって

しまって，このようなことは子供だけでな〈成

人の聞にも増えてきている。これは 「環境教

育と探鳥会」について語った講師の話の一部

である。聞いていた私にとっては信じられない

いショックであった。

@3日目各班別に早朝神宮境内で探鳥会実

技が行われた。終了後の反省会の時である。

リーダーをやらされた東北の若い青年の訴え

は今も鮮やかに思い出される。 「略…初めか

ら何となく違和感を感じたっ探鳥会は都市型

になっている。田舎では山へゆこうと云えば

山菜取りが目的で，自然観察などはずった下

のことだ。新聞にのせても市民探鳥会に来な

L、。鳥はとり立てて見る対象ではない。草原

川原は運動公園と変り人は鳥が減ったとは思

っていなし、。古最上の自然保護区活動をいろ

いろやっており ，この状況を新聞にのせても

あとの反響がない。どうやって初心者に鳥に

対する興味を持たせるか，都会中心の講座に

違和感を感じたが，支部へ帰ったら自分なり

こやってゆ〈積りである。 －…」会場は静ま

りかえった。若い人が自然保護活動に情熱を

やしているのを知って頼もしく感じた。

-9-

。野鳥の会の沿革について語られた講話の

中での第 l回探鳥会の経過は輿味があった。

中西会長の着眼のよさは，若しも中西会長が

野鳥の会誌だけを発行し探鳥会を計画しなか

ったとしたら，日本野鳥の会の今日の隆盛は

なかったであろうと説〈講師の熱の入った話

があった。探鳥会が一般化してない証拠に大

冊の小学館国語辞典を調べてみたら たんち

ょう の語句に丹頂短調次には断腸と続く

と笑っておられた。帰宅して私は早速小学館

新選国語辞典（新版昭57年）をヲ＇＂、てみた。

短調の次に立派に探鳥 とし、う語句は見

つかったので安心した。本屋でみた岩波，角

川の同型の国語辞典には講師の云う通りであ

った。少々がっかりした。

＠神宮探鳥会では野鳥の好む木の実のエゴ

ノキ，ムクノ キ或は樹上性の青松虫，ジョ ロ

ウグモの生態などいろいろと教わった。今樹

木図鑑，自然観察ガイダンス，雑木林の四季

を手にしながら今まで何気な〈読みすごして

いた記事を懸命に頭に詰めこんでいる。改め

て知ることの喜びを誰かに分けてやりたい気

持である。

＠楽しい懇親会の中で恒例のオークションが

あった。収益は三宅島救援資金にするという前

おきで多〈の善意がょせられた。終盤近〈なって

糸魚川の伊藤さん，新潟の石部さんコンビのすば

らしい演技には盛んな拍手が湧き最も多いカン

パが入れられた。各支部から参加した多くの会

員の心にこの日の出来事がほのぼのと思い出

されるに違いない感激のーコマがあった。

＠探鳥会におけるリーダーの基本的姿勢はど

うあるべきか。鳥を教える時代のウエイトは

相対的に下ってきた時代に，初めての人には

鳥と自然とに接しての満足感，よかったと言

って削る人に第一印象はそれ程強い。楽しく

運営し，楽しいもP とすることにつきるので

ないか。その通りだと忠う。それにしても苦

しい反面楽しかった3日間の講座であった。



黒埼 町 の野鳥

小池重人

今年の4月に西蒲原郡の黒埼中学校へ転勤

し，科学部の指導で付近へ鳥の調査を行いま

した。この町は鳥が棲むのにそれ程良い環境

ではないのですが，信濃川の下流域の鳥の様

子を知るだけでも良いと思いまとめてみまし

た。調査場所は，黒埼町大野の町並と，中ノ

口JIIと信濃川の合流付近です。町部には国道

8号線が通っています。また旧中央通りは商

店街となっています。周辺部は新興住宅地と

なっていますが，まだ田畑が点在しています。

一方，河川部では合流付近がかなり広い川原

となっており，大部分がアシ原や田の湿地です。

一司lにはヤナギなどの低木，ケヤキ・サクラ

などの大木もあります。

この調査は主に4月から 7月にかけてのも

ので， 30種が確認されました。これをこの

地の利用の仕方で三つに分けて説明します。

1. 冬鳥あるいは通過鳥……カイツプリ，サ

サゴイ ，タシギ，ュりカモメ，ウミネコ，ツ

グミ ，カシラダカの 7種で，ユリカモメは春

に普通に見られました。

2. 調査地内では繁殖していないが，どこか

それ程遠くない場所で繁殖しており，時折姿

を見せるもの・・・…ゴイサギ， コサギ， トピ，

コチドリ ，コアジサシ，ハシプ トガラスの6

種で，ゴイサギは5月21日に，最大51羽の群

を観察しました。

3. 調査地内で繁殖するもの，または充分繁

殖の可能性のあるもの，・・…キジバト，ハクセ

キレイなど17種が観察されました。これにつ

いてはもう少し詳しく述べたいと思います。

17種のうち，カルガモ，イソシギ，ヒバリ，

セグロセキレイ，コヨシキリ，オオヨシキリ，

ハシボソガラスの7種は，川のみで繁殖して

いると思われます。それに，川だけで観察さ

れ町部では見られませんでした。これはおそ

ら〈，川特有な環境，例えば草地やアシ原な

どで営巣することによるものと思われます。

キジバ ト，カ ッコウ，ヒヨドリ，モズ，オ

ナガの 5種は川と町の両方で繁殖していると

思われます。カ・ソコウはともかく全て低木で

営巣する鳥です。これは川の低木のヤプや人

家の庭木などで営巣が可能なことによるもの

だと思われます。

後のツバメ ，ハクセキレイ，カワラヒワ，

スズメ ，ムクドリ の5種は，町部のみで営巣

した鳥で， カワ ラヒワが庭の松の樹上で営巣

した他は全て営巣場所を住居に依存していま

す。 しかしその利用の仕方は種類によ ってさ

まざまで，例えばツパメについて詳しく調べ

た結果，国道8号線の自動車の交通量が激し

い道ぞいやただの住宅地には全〈営巣せず，

むしろ人通 りの多い旧中央通りの商店街に21

巣が営巣していることがわかりました（図ー

I ）。

このように黒埼町の鳥たちは，川や町並の

さまざまな場所を， 営巣や採食のために，そ

れぞれがさまざまの形で利用して生活してい

ることがわかり ました。

図－ 1 調査地とツバメの営巣状況

ツバメの巣． 
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ハマヒバリの観察

古川

山 本

ヲム

明

’83. 2. 20 （日〉曇時々小雪の舞う臼，

ガンカモ一斉調査（第2回）で古川が朝日

池に行った帰り，直江津港に立寄 った。ここ

は昨年の冬ハマシギが越冬したところである。

今年も珍客が来ていないかなと， こちらに来

る毎に立ち寄っている。この冬は小雪だった

ので港内に積雪はなかった。砂浜や港内の荒

地などを探していると，双眼鏡に白っぽL、小

鳥が入ってきた。ユキホオジロと直感的に思

った。しかしもう l羽見なれない鳥が側にい

る。その顔を見たとき’あっ！ハマヒバリで

は！！ ’と思い急いで図鑑をめくって確かめfこ。

ユキホオジロにはこれまで何回かお目にかか

っているが，ハマヒバリと出あったのは初め

てだ。しかもユキホオジロと一緒 とは

胸を ワクワク させながらしばらく見入った。

ユキホオジロは古の冬羽であったが，ハマ

ヒバリの方は羽色からは古♀がわからなし、。

ハマヒバリは伏せたよ うな姿勢で，嘩んに地

面をついばんでいた。しばら〈観察してその

場所を離れた。

このハマヒバリはその後

3週間程直江津港に滞留し

た。（終認は常山氏の3月

13日〉。後になってユキホ

オジロと別行動をと ったが，

大体は一緒に行動していた。

違った科の鳥であるのに，

面白い現象と思った。 「野

鳥」 本年5月号（No.44 0 ) 

によると，’ 83年1月 9日

に島根県美保関町でハマヒ

バリ lとユキホオジロ 8の

混群（ユキホオジロは2～

-11-

3群に分かれて1 る）が観察されているので，

もしかするとそのハマヒバリが 1羽のユキホ

オジロと共に北上してきたのかも知れない。

ところで、ハマヒハリはヒバリ科ハマヒバリ

属で，アシアでは中央シベリヤからモンゴノレ，

中央アジアの一部，東ゾベリヤの北極海沿岸，

ヨーロッパではスカンジナピア半島からソビ

エト西部のバレンツ海沿岸で繁殖し冬期は南

に移動する。日本には稀な冬鳥として渡来，

本県でも’ 67年12月～68年l月に新潟市で観

察されているだけである。

ハマヒバリの滞留中4～5回行って観察し

写真に記録した。観察の結果主な形態と行動

は次のようであった。

(1）ハマヒバリの腰はこげ茶色，鳴の先が黒

〈基部は灰色，黒い胸輸の下は白地に黒〈小

さい縦斑（図鑑にはない）があった。

(2）主と Lて地面から採餌していたが，雑草

の枯れたものから種子もついばんでいた。

(3）頭部の左右の冠羽はたまにしか立てない。

(4）ユキホオジロより警戒心は強いが， 先に

飛び立ったり降りたりするのはユキホオジロ

の方で，ユキホオジロが行動をリ ー ドしてい

るようであった。

(5）鳴き声は一度もきかれなかった。

直 江津港 にて （’8 3. 2. 古J11 ) 



1983年 秋シギ・チ ドリ

全 国一斉調査結果

調査研 究 部

小野島 学

1.はじめに

本調査は，日本におけるシギ ・チドリ類の

渡来状況を把握するため，日本野鳥の会が全

国の各支部に協力依頼し，全国一斉に実施し

たものである。調査は毎年春が4月27日，秩

が9月15日と年2回行われ，今回は 1983年

9月15日に実施した調査結果についてその概

要を報告する。

2.慣査地と方法

調査地は，海岸，河川，湖沼等例年シギ ・

チドリ類の渡来数の多い地域を中心に 28か

所を調査した ぐ表 1) 

調査対象種はシギ ・チドリ類で，ロードサ

イドカウント法及び定点カウント法により確

認された種及び個体数を調査用紙に記入し，

調査地の環境も併せて調査した。

3.結果

今回観察されたのは 17種 871羽で，優占種

は① トウネン（32。7%）②ケリ（21.8%)

①ミユピシギ（20.6%) cシロチ ドリ（6.1%)

⑤キアシシキ’（6.0%）の順で，特に多数で群

を形成して観察された種がそのほとんどであ

る。その中でケリ は大河津分水で 190羽の

群が観察され，本県の秋から冬に観察される

水田，河川地帯のシギ・ チドリ類の代表種と

いえる。海岸地帯ではト ウネン，ミユビシギ

の観察が多〈日本海側の渡りの中心種といえ

る。

4.おわりに

本調査の全国集計については s Strix 

（日本野鳥の会研究誌） Vol. 2に掲載されるの

で一読をおすすめする。

最後に調査を担当された各氏に対し，その

御苦労に謝意を委します。

表1. 1983. 秋 シギ・チドリ類全国

調 査 地 9 ミコイ シメ

ーマ ヤチカ ロ ダ

状 保 地玄リーがーシ コドルチイ

選E敏隆人員）
ギ ドリ｜チドチ

No.市町村 地区 区 リ ドリド
況 等 リリ

l 中条町 型島将司ロ 需管 無 吉川吉枝(1)

2 " 村松浜 海岸 無 宮越一信託1)

3鎚期T重~~量浜 海岸 無 " 
(1、 3 

4 聖篭田T次～斜第藍代浜 僻 無 古川吉伎（1) ll 61 

5 豊栄市福島務 湖沼 保 小野島明2)

6 新務市大夫~ 海岸関 本間隆平(1) 2 

7 ，， 男吉野川l需官関 白井康封1)

8 ，， 鳥屋野潟 湖沼 保 高橋秀恵(1)

9 ，， 小針浜 海岸 保 小池ifl：人(1) 16 

10 ，， 五十嵐浜 海岸 保 千葉晃(1) I 2 

11巻町四Y郷屋浜 海岸 保 高橋正良（1) l 2 

12新潟市衝撃洗iH湖沼 保 高辻嗣1) I 

13巻町暫宮浜 海岸 保 風間辰夫(I) 6 

14噛 f哲蔀10 河Jll無 渡辺弘樹！）

15分水町鷲野手 河川無 f与綱 脳！）

16 'fll'Jlll，分（f.水a~河：v口｜｜） 五河甚単口無 渡辺弘樹！）
ドーーーーー一
11 Lじrhハス回 水田 無 向綱脳I)

号劉518 ，， 河川無 太田頭I)

19州市協ID 河川無 中山正則I) I 5 

! 20六日町魚野川 河川 無 木下弘(1) 4 6 

21 小出町 J魚野川l 河川無 柳瀬UP,劃2) 2 

22西山町石地 海岸 無 小林成淵4)

23始崎市荒浜 海岸 無 ，， (4) 15 l 

24 ，， 臨書．水田無 ’F 
(4) 

25 ，，， 相崎港 海岸 保 " (4) 

26大 刑 事 苅 ・湖沼 開 山本明（2)

幻上越市'i皇主主義陣 海岸嗣 古川弘.（2)

28紳 1)1防 姫川l河口河口 無 伊藤正客員《1)

レ／ 28か所 ／／
，，， 

述べ44人 H ll 53 14 

． 
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魚野川の冬鳥たち

小沢文雄

はく息が，だいぶ白〈感じられるようにな

った10月，魚野川にある中州を訪れた。そこ

は昨年，洪水で何ケ所も池ができ，ススキ，

ヤナキ・がたちならぶ。もう，そこここに冬の

鳥たちが集まっていた。四～五百メ ートルは

あるだろうか散策してみた。ススキの枯穂を

かきわけ行くたび，地面でエサをと っている

ホオジロや同じ仲間のカシラダカがあわてて

飛び散っていった。すっかり葉の落ちたヤナ

ギの枝にはシジュウカラが，からむようにエ

さをあさっているのがみえる。山の斜面から

流れ出る細L、小川。大きな川に合流するその

場所， 「L、た，カワセミだ」，私は反射的に

地面にふせた。ゆれるガマの穂に9 キラキラ

した水面をみつめていた。頭上から短かし、尾

にかけ青い美しい色は，秋のなごりをうつし

てか，とりわけ青〈輝いていた。フッと枝か

ら消えたカワセミは，清流から銀のしぶきと

魚をとらえ，上流へすいこまれていった。 せ

せらぎの川音とエサをついばむセグロセキレ

イの声が残っていたが，セグロセキレイは三

羽つれだち残り少ない腸の日のためか，いそ

がしい川の流れのためか，これもせわしな〈

エサをついばんでいるのが気にかかる。この

季節は，鳥にとっても生きることfこ懸命ない

そぐ時期なのであろ うか。 中州にた勺て想い

にふける聞にも，さっきのこの地の住人カワ

セミが，するどい声をあげながら行き来する。

川の上手のやぶにはウグイスが，にぶい音を

たて，カシラダカtこまじり，アオジ，カワラ

ヒワの戸もする。ツグミの群が高空を越えて

いった。その時，ふと！謂きなれない声がはい

ってきた。活発に勤くその姿を双眼鏡でとら

えた。 「ベエマシコだ」はじめて見る胸の赤

はとても印象的でト心が高なるのを覚えた。こ

んな出会いが私はうれしい。終えて土手にあ

がり ，冬鳥たちの中州をあとにした。

雨飾山探鳥会

伊藤卓夫

6月4～5日に参加者8名で梶山新湯温泉

を宿に雨飾山往復の探鳥会が行われた。4日

午後5時に糸魚川駅前より車2台で登山道の

始まる根知梶山まで行き下車した。そこで間

もなく一行を歓迎する様にサシバ， ハチクマ

が同時に上空 50mほどを横切った。

標高約400mの梶山より約 900mの温泉ま

では低山帯に生息するキビタキ，アオジ，ヤプ

サメ等の時入り前の噌りが次々に流れて来た。

夜7時に温泉に到着し，屋内とその名も「都

忘れの湯」の露天風自へ好みに分れて汗を流

した後，’コノハズクを聞〈会，として和気

あいあいのー暗を過ごした。はじめは温泉の

照明用の発電機の音で聞こえなかったが，そ

れがやんだ後の 10時半， コノハズクの戸が閣

こえるようになった。しかし遠くてはっきり

せず， 「心に感ずる戸」 とは佐藤弘さんの弁

であった。

5日3時半起床， 有志6名で山頂目指し，

探鳥登山に出発。温泉からは段丘状の登りで

平坦になると小休止してはオオノレリ ，クロジ，

ジュウイチ等の芦に耳を傾けた。 7時中・ノ池

着，この小さな池は全国数ケ所にしか棲息し

ない淡水員「フタイマメシジミ」が住むことで

有名である。中ノ池からは約45°，長さ300

m 以上の雪渓が続き ，ノレー ト一番の急登坂。

スリッ プしない様注意して登る。周 りには亜

高山帯の鳥，カヤクグ リ，ノレリピタキが争川

笹平を過ぎ，山頂直下に咲〈カタクリ ，シラ

ネアオイ ，ハクサンイチゲ等をしばし観賞。

8時山頂着，上信越高原，中部山岳と両国立

公園を挑めながらの朝食は最高であった。

l,963mの山頂周辺に一番十コがL、〉ながら

ライチョウが生息，繁殖していた。

9時半下山調始，途中，笥とフキを取り，

全員無事に下山。 2日間好天に恵まれ，楽し

い探鳥会であった。ミソサザイ ，ピンズイ ，

ホシカ’ラス，ウソ，ゴジュウカラ，クマタカ，

ノスリ等 13種の野鳥を確認した。
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晩秋の街かどで、

石部 久

晩歌の白い朝もやの庭に小さな野の鳥メジ

ロがきたq 初秩から，うす紫になりはじめ，

今熱したムヨサキシキブの実を，今日も三羽

でつれだち息をひそめ，ついばんでいた。 二

目前まで，ウグイスも遠慮しながらカリ ンや

ボケ，ウメモドキの幹に小さな虫を探してし、

た。三年前から新潟市の内野町にすみ，草も

はえていない砂地に，ピラカンサス，ネズミ

モチ，ウメモドキ，ムラサキシキブなどの小

さな苗木を買い植え，大きく育ち，実をつけ． る秋を楽しみに待っていたのである。昨年ま

で，スズメの他は顔をみせなかったここに，

今年は，シジュウカラ，ノレリピタキ，ハクセ

キレイ ，ジョウピタキ，ヒ ヨドリ，ツグミ他

多〈の野の鳥たちの訪問をうけるようになっ

た小さな庭は，まだ一種が，三日も通えば，

それが食する種のエサもなくなるのである。

この新潟市内に各種の鳥が多〈身近に見られ

るようになるのは，この秋である。これら多

くの野の鳥たちは．スズメやカラス，ムクド

リのような，めだった動きはせず，木や葉，

土のように，その姿をその場にとけ込ませ，

影になりエサを探し，ひっそりと生活してい

る。決して情報過多な社会に，ゆとりの中で． 生活する人の目には．っくはずもない。

まもなくこの街一新潟ーに白い雪がおりて〈

るだろう。かよう学校のそばの鳥屋野にも，

もう多くの鳥たちが湖面に群れ集まっている，

はげしい北からの風に乗り，千島，カムチャ

ッカより，二メ ー トノレもの翼を広げ，オジロ

ワシなども姿を時折見せるというこの地は，

鳥たち，生きる生物たちにとって何なのだろ

う。季節を追いかけ懸命に生きる野の鳥たち。

季節に追いまわされ，日々を，ため息まじり

におくる我が身の生活を省みるとき，生きる

美 しさ，姿に少し問題があるようだ。新潟市

に来て．野の鳥 127種に出あった。

一支務報によせて

「新潟県野鳥愛護会

ガンカモ調査に同行 して」
高 橋 小 夜 子
高橋正良

去る11月13日，新潟県野鳥愛護会がガンカモ科鳥

類の生息状況調査を実施した。その調査地の一つで

ある鳥屋野潟で調査に同行したq

当日の天候は雨。カノレガモ．マガモ．コガモ，ホシハ
ジロキンクロハジロハ・ンピロカモ ピドリガモオナガ

ガモ，ヨシガモ等 l1,000羽が観察された。カモ類の報

告については愛護会の会報で行われるので，ここで
はカイツプリ類について報告したし、。

当日鳥屋野潟では上記のほかにカイ ツプリ，ハジ
ロカイ ツプリ，ミミカイツプリ，カンムリカイツプ

リが観祭された。
特に，ミミカイツプリは一羽だったが20倍のフィ

ー／レドスコープでもはっきりと見られた。ミミカイ

ツプリはハジロカイ ツプリとの識別が難かしいが，

この時は以下に引用するような特徴がよく見られた。

高野伸二氏によると， 「冬羽では頭上から背は黒
褐色，頬，前頭，胸，腹は白いが，上顎部はやや褐色
をおひ・る。脇には黒褐色の斑がある。」又．ハジロカ
イツプリとの相違は「ハジロカイ ツブリのくちばし

はそっているが本種ではまっすぐなこと，冬羽では
ハジロカイツプリの頭上の黒褐色の部分は，目の下
にまて建しているのに，本種では頬から前頭にかけ

て白いことで見分けられる。」

（日本産鳥類図鑑 ：東海大学出版）
又， RSP B （イギリス野鳥の会）監修の図鑑で

は，ハジロカイ ツプリとの違いは次のようになって
し、る。

Slavonian sp has lower forehead, 
pale spot, with black passing 
through eye. 
And distinguished by uptilted 
bill 2nd area of black on 
head 
CT he Mitch e 1 I 
Be a z I e y B i rd wa t c he r s Po c k e t 
G u i d e : Pe t e r Hayman : R S P B) 

しかし，日本の種とは違うらしく，どうも亜種ら

しし、。読者の方々 ご意見をお寄せ下さし、。

印象としては，全体が白っぽい感じがしたことと

丸いことであった。

カンムリカイツブリは 11月6日の探烏会では同

時に8羽が観察された。 l 3日には5羽であった。

関東では狭山湖で 60倍の望遠鏡でやっと縫認でき

た思し、出があη，新潟でかなり近距雛て慨察できる

ことが夢のようである。

以上簡単であるが報告を終わる。
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i 2月探鳥会のお知らせ 言
遂 新潟県全域に，本絡的な雪だよりが聞かれ S
S生きるものすべてのものたちに厳しい季節が 冬., 弓．S始まっています。 堅
議 冬の日本櫛岸探胎として寺泊において 長

ぎこの季節生息する，カモメ科やガンカモ科． 議
選 カイツプリ科等の鳥類を観察します。 孝
義 荒波のなかに浮き沈みするクロガモ群を寒 選

ぎ風に凍えた手で望遠鏡の視野に捕え，気が遠 務
議くなるカモメ科の識別など，厳しさと不安と 獲
さ楽しさが，いっぱいの寺泊に出かけてみませ 長

多 んか。でかける前に，海鳥を見るのは，初め 豪
語てという方，ものすごく寒いて寸。寒さに対 露
認 する準備だけは決して忘れずに。他にカモ 芸
道メ科は6種ぐらいみられます，出かける前に 安
委 海ガモと，カモメについて図鑑等で調べてお 益
還 くと一層楽しいにちがいありません丹 堅
議記 I 
5期日 昭和59年2月5日（日） 返
事 場所 寺泊海岸 ・港 （集合）三島郡寺泊 男

多 町，町立体育館 2階研修室 長
ヌ時間 午前10時 説明会（研修室にて） ：~ 
~ 1附 0分現地へ侍泊港） 安
ム 午後12時30分研修室にて昼食 ~ 

~ 13時10ゆ研修 男
語 交冬期日本海海岸冬鳥について S
~ 会 その他 返
さ 経費 1人200円制，茶菓子軒 家
~ 4判以下不 ~ 
F不明 ・問い合せ等は事務局か渡辺弘雄さんま 柔
道 で。 渡辺弘雄さん TEL 025872寸 065 援
三 三島郡与板町大字与板乙5948-2 ぎ

! ~ ~ 会毎年この海鳥探鳥会では，渡辺弘雄さ 安
？ ん達から，現地調査から，研修室手配ま 長
き で何から何までやってもらっています。 要
.. 感謝します。 ~ 
~ ~ 
母h・：晶、 ぷ肋 ，．河島：；：：：：.：ボ 抗・：：：：羽既渦；；＂＇＂／； ；＇.，三病 院・烈協 ；・：ミ病以

，－ー－ー’ーーーーーーーーー・1

i おねがい i 
I －ーーーーーーーーーーー＿J

o各地の鳥だよりや，生態写真，記録など，

事務局までお寄せ下さい。

0フィ ールドガイド「日本の野鳥」高野伸二著

は，野鳥観察の必読必携書です。（会員割

引有）

会o会費やカンパは遠慮な〈どしどしお送り下

さし、。大歓迎です。振替新潟 1-60 0 2 

o会員名簿に，まちがし、等ありましたら，お

ゆるし下さし、。次になおします。

（ 支部報について j

oたいへんおそ〈なってしまいました。たく

さんの人から書いていただき，本当に執筆

者の方，感謝いたします。

o今回から「野鳥の生物学」講座を上越教育

大学，中村登流先生におねがし、し，こころ

よ〈おひきうけ下さいましt.：.，， 今後も楽しみ

にお待ち下さし、。 「越後の山シリ ーズ」初

めは，渡部通さんから研究の飯豊山を書い

ていただきました。次回は，越後三山です。

c吉川吉枝さんが会員名簿をまとめて下さい

ました。新潟県支部も，ょ うや＜ 240名ち

かくなりました。これからもどんどん野鳥

や野人と友だちにな りたい方，おさそい〈

ださし、。

1 テープで聞く新潟県の野鳥制作中 i 
県支部では，新聞記事にもあったように，

会員，伊藤卓夫（糸魚川〉さんを中心に 「戸

できく野鳥のさえずり」（仮名） を制作中で

す。夜もねずに，寒風吹きすさぶ糸魚川の夜を，

テープ作りに奮闘中です。（参考 35才独身）
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581ド12)]27日新潟H縦

！ 支部会員グループの活躍 ！

県下各地の鳥だよりが聞こえるなか，会員

による活躍も新聞$テレビ等で報道されてい

ます。これからも鳥たちのため，次世代の生

きる大地のため，活躍をお祈りいたします。
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